
 

＜別紙＞ 情報提供様式  

 

①事例名 

副校長・教頭マネジメント支援事業 （非常勤講師の配置） 

②学校名 

守山中学・高等学校                               連絡先（電話番号）  077-5８２-２２８９ 

③取組分野（複数選択可） 

■副校長・教頭の負担軽減に関する取組 （副校長・教頭マネジメント支援事業（支援員の配置、非常勤講師の配置）の活用等） 

④直面していた課題（取組前の様子） 

教頭の時間外在校等時間が高止まりしており、円滑な校務運営へ少なからず支障をきたしていた。 
 

⑤在校等時間の縮減に向けた具体の取組内容 ⑥参考となる写真や資料を添付 

 
教頭業務の負担軽減を図るため、３名の教諭に教頭業

務の一部を担ってもらった。特に、教頭業務の中で、入学
者選抜業務、対外的な広報（説明会）等を担ってもらうと
ともに、その他の業務についても教頭と連携を密にとる
ことで分担しながら遂行した。 
互いに相談しながら業務を進めることで、孤独感に苛

まれることなく、業務に当たることができた。 
 
 
取組のポイント 
・あらかじめ業務の分担をしておく部分と、業務の進捗状
況や新たに発生する課題の内容を確認しながら、その都
度、分担をして業務を進めるといった柔軟性が大切であ
る。 

 
 

 

 

 

・高校教頭と中学教頭の平均である。 

・高校教頭は、本校３年目である。 

・中学教頭は、教頭業務が初めてであり、本校 

勤務も初めてである。 

 

  

 

 

 

 

⑦取組の成果 

 
・教頭の時間外在校等時間が昨年度上半期比で減少した。 
・教職員全体の時間外在校等時間が昨年度上半期比で減
少した。 
・教頭は、身近に業務の相談ができる相手がいることで孤
独感が軽減した。 
・教頭業務の理解が進み、管理職に対する理解度も向上し 
た。 
・教職員の教頭への報告・連絡・相談の時間がとりやすく
なったことで、校務が円滑になった。 

 
 
成果のポイント 
・教頭の時間的な余裕が心の余裕にもつながるため、時
間的な余裕をどのように作り出すかを考える。 

 


